
                   

 

解禁日指定　平成２６年９月２５日１６：００以降

　

平 成 26 年 9 月 22 日

国土交通省九州地方整備局

鹿 児 島 国 道 事 務 所

特殊車両の取締りを実施します。

　道路を車両が通行するにあたっては、道路構造物の保全、交通の危険防止のため、車両の大きさ
や重さの最高限度（一般的制限値）※が車両制限令により定められています。
　
　最高限度を超える車両は、舗装や橋梁の損傷の原因となるばかりでなく、重大な事故を招くお
それもあることから、道路を通行する場合は、道路法第４７条の２に基づく道路管理者の特殊車両
通行許可を取得し、許可条件のもと通行しなければなりません。
　
　国土交通省鹿児島国道事務所では、特殊車両が通行許可を取得し、許可条件に基づき通行してい
るかを取り締まる「特殊車両指導取締り」を警察の協力を得て実施しています。
　今回、平成２６年９月２５日（木）に特殊車両指導取締りを実施する予定です。

　実施日時：平成２６年９月２５日（木）
　　　　　　１４時００分～１６時００分
　実施場所：鹿児島県薩摩川内市小倉町　国道３号
　実施機関：鹿児島国道事務所、
　　　　　　薩摩川内警察署
　実施内容：検量基地に引き込みを行い、車両諸元
            の計測・許可証の検査等を行い、違反
　　　　　  車両には警告や是正措置を求めます。

※道路法の車両制限令で定められた大きさや重さ
   幅2.5ｍ、長さ12.0ｍ、高さ3.8ｍ､総重量20ｔなど

※マスコミ関係者の皆様へのお願い
　当日取材に見えられる場合は、１４時までに現地へお越し下さい。（位置図は次ページです）

         　　  　【記者発表資料】

　　問い合わせ先

　　国土交通省　九州地方整備局　鹿児島国道事務所

　　　　電話　（０９９）２１６－３１１１（代表）

　　　管理第一課長　　大藪　勝幸
おおやぶ　　　　　かつゆき

　　（内線　４３１）
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【拡大図】

【位置図】
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         　　  　【記者発表資料】２／２
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最近は、車も運搬される貨物も大型になり、重量も重くなって、道路が壊される事故
が増えています。狭い道路に大型車を通行させたり、一定の大きさや重さを超える車（
特殊車両と呼びます）を通行させるときは、道路管理者の許可を受けるように、道路法
で定められています。

●道路法に基づく車両の制限とは
道路は、一定の構造基準により作られています。そのため、道路法では道路の構造を

守り、交通の危険を防ぐため、道路を通行する車両の大きさや重さを次のとおり制限し
ています。この制限のことを「一般的制限」といい、制限値のことを「一般的制限値」
といいます。

一般的制限値を一つでも超える車両を「特殊な車両」といい、道路を通行するには特
殊車両通行許可が必要です。

●特殊車両通行許可制度とは

参 考 資 料（１／２）

●「特殊車両通行許可」の申請と許可について

●特殊車両取締りを実施
道路脇に設置された指導取締基地等におい

て、法令遵守意識をもってもらうため、定期
的に特殊車両の指導取締りを実施しています。

無許可車両や通行条件違反車両に対しては、
違反道路構造の保全、交通の危険防止のため
措置命令や指導警告を行っています。

※許可証は通行時必ず許可に係る車両に備え
付けて下さい。

・車両を通行させようとする者（運送事業者、荷主等）が申請しなければなりません。
・道路管理者（国、都道府県、市町村等）は、申請された車両が安全に通行できるか否か
を、道路の構造と照らし合わせて確認を行います。
・複数の道路管理者が管理する道路にまたがる申請経路の場合、申請を受け付けた道路管
理者（例えば国道事務所）で一括して手続き（他の道路管理者との協議を含む。）を行っ

ています。
・道路管理者が異なる複数の道路に係る許可の申請をする場合、「協議」に要する実費と
して手数料が必要です。（※行政書士に代理申請を依頼する場合には、別途行政書士に支

払う報酬が必要になります。）
・インターネット経由の申請も可能です。詳細は下記のURLをご参照ください。

http://www.tokusya.ktr.mlit.go.jp/PR/

（特殊車両取締り状況）
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●取締りの強化
平成２５年３月に指導取締り要領が改正され、「特殊車両通行許可」を受けずに、また

は許可の内容に違反して走行させることを繰り返し行った場合、是正指導を行い、それに
も関わらず違反が確認された場合には、その違反者の名称や違反内容等を公表することと
されました。

参 考 資 料（２／２）

●違反車両が道路に及ぼす影響
道路が損傷する大きな原因には、定められたルールを守らず通行すること等があげられます。
特に積載車両が橋梁や舗装に大きな影響を及ぼします。
大型車両１台が軸重１０トンの基準よりも２トン超過した場合、橋梁に対しては約９台分の加

重が蓄積され、道路が損傷する原因になります。

●特殊車両事故による通行への影響
特殊車両による事故が発生してしまうと、長時間に渡り片側通行や全面通行止めに
なってしまうことがあり、一般交通に大きな影響を及ぼします。

ガードレールを損傷し、横転した車両高欄を突き破って停車し、橋梁（下り）を封鎖


